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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期
第１四半期
連結累計期間

第78期
第１四半期
連結累計期間

第77期

会計期間
自2016年４月１日
至2016年６月30日

自2017年４月１日
至2017年６月30日

自2016年４月１日
至2017年３月31日

売上高 (百万円) 30,618 32,245 137,936

経常利益 (百万円) 1,423 1,078 7,448

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益
(百万円) 723 691 4,048

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 662 773 4,173

純資産額 (百万円) 58,031 60,985 61,542

総資産額 (百万円) 92,990 105,425 108,286

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 12.90 12.35 72.14

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 62.4 57.8 56.8
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

(注)「第２ 事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会

社）が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第1四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境が着実に改善するなど、景

気は緩やかな回復基調が続きました。

建設業界におきましても、公共投資を中心に底堅く推移しており中期的にも建設需要は堅調に推移するこ

とが予想されておりますが、建設技能者・技術者不足や建設コストの上昇といった課題の拡大とともに働き

方改革への業界全体での取り組みが求められます。

このような状況の中で、当社グループが持続的に発展していくためには、従来からの建設請負業の枠内に

とどまることなく、新たなパラダイムを創出していくことが不可欠であると考え、2017年度を初年度とする

中期経営計画を策定し、その計画達成にむけてグループ一丸となって取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間の売上高は32,245百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益は1,074百万円（前

年同期比24.0％減）、経常利益は1,078百万円（前年同期比24.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は691百万円（前年同期比4.4％減）となりました。

　

当第１四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

（建築事業）

 建築事業の売上高は10,051百万円（前年同期比1.5％減）、セグメント利益は812百万円（前年同期比

36.2％減）となりました。

（土木事業）

 土木事業の売上高は22,171百万円（前年同期比11.3％増）、セグメント利益は大型工事の採算性の改善

にともない753百万円（前年同期比53.4％増）となりました。

（不動産事業）

 不動産事業の売上高は23百万円（前年同期比95.4％減）、セグメント利益は△61百万円（前年同期は86

百万円）となりました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は79百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

　　　　　　　 普通株式 208,000,000

計 208,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2017年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2017年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 59,100,000 59,100,000
東京証券取引所

(市場第一部)
単元株式数100株

計 59,100,000 59,100,000 － －
 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2017年４月１日～
2017年６月30日

－ 59,100,000 － 5,000 － 23,766
 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(2017年３月31日)にもとづく株主名簿による記載をし

ております。

 

① 【発行済株式】

    2017年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

－ －
普通株式 2,983,900

完全議決権株式(その他) 普通株式 56,099,900 560,999 －

単元未満株式 普通株式 16,200 －
１単元(100株)未満の株

式

発行済株式総数  59,100,000 － －

総株主の議決権  － 560,999 －
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式46株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2017年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)

青木あすなろ建設㈱

東京都港区芝四丁目

８番２号
2,983,900 － 2,983,900 5.04

計 － 2,983,900 － 2,983,900 5.04
 

(注)　当第１四半期会計期間末の自己株式数は、3,221,700株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(1949年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定にもとづき、第１四半期連結会計期間(2017年４月１日から

2017年６月30日まで)および第１四半期連結累計期間(2017年４月１日から2017年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2017年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 27,816 34,945

  受取手形・完成工事未収入金等 54,601 41,908

  販売用不動産 2,308 3,215

  未成工事支出金 149 160

  不動産事業支出金 3,296 3,213

  繰延税金資産 1,002 1,010

  未収入金 7,033 8,302

  その他 819 1,301

  貸倒引当金 △382 △352

  流動資産合計 96,645 93,706

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物（純額） 710 708

   機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 704 677

   船舶（純額） 651 610

   土地 3,618 3,618

   リース資産（純額） 124 121

   建設仮勘定 505 757

   有形固定資産合計 6,315 6,493

  無形固定資産 201 267

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,619 3,592

   長期貸付金 6 6

   繰延税金資産 676 547

   長期未収入金 698 697

   その他 975 965

   貸倒引当金 △853 △852

   投資その他の資産合計 5,123 4,957

  固定資産合計 11,640 11,719

 資産合計 108,286 105,425
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2017年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 22,594 21,035

  未払法人税等 2,304 249

  未成工事受入金 6,413 8,378

  完成工事補償引当金 568 573

  工事損失引当金 58 46

  賞与引当金 1,580 2,056

  災害損失引当金 385 367

  その他 3,632 2,980

  流動負債合計 37,539 35,688

 固定負債   

  再評価に係る繰延税金負債 215 215

  退職給付に係る負債 8,436 8,001

  船舶特別修繕引当金 91 91

  その他 460 442

  固定負債合計 9,204 8,751

 負債合計 46,744 44,439

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,000 5,000

  資本剰余金 23,766 23,766

  利益剰余金 34,492 34,062

  自己株式 △1,921 △2,126

  株主資本合計 61,337 60,702

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 508 535

  土地再評価差額金 48 48

  退職給付に係る調整累計額 △380 △323

  その他の包括利益累計額合計 176 260

 非支配株主持分 27 23

 純資産合計 61,542 60,985

負債純資産合計 108,286 105,425
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2016年４月１日
　至 2016年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

売上高   

 完成工事高 30,115 32,222

 不動産事業売上高 503 23

 売上高合計 30,618 32,245

売上原価   

 完成工事原価 26,854 29,125

 不動産事業売上原価 379 37

 売上原価合計 27,234 29,163

売上総利益   

 完成工事総利益 3,260 3,096

 不動産事業総利益又は不動産事業総損失（△） 123 △14

 売上総利益合計 3,384 3,082

販売費及び一般管理費 1,970 2,008

営業利益 1,414 1,074

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 18 29

 還付加算金 6 -

 その他 5 4

 営業外収益合計 30 33

営業外費用   

 支払利息 18 29

 その他 2 0

 営業外費用合計 21 29

経常利益 1,423 1,078

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 5

 その他 - 0

 特別利益合計 - 5

特別損失   

 固定資産売却損 - 4

 投資有価証券評価損 - 1

 特別損失合計 - 6

税金等調整前四半期純利益 1,423 1,077

法人税、住民税及び事業税 659 282

法人税等調整額 38 104

法人税等合計 698 387

四半期純利益 724 689

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

0 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 723 691
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2016年４月１日
　至 2016年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

四半期純利益 724 689

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △119 26

 退職給付に係る調整額 57 57

 その他の包括利益合計 △62 84

四半期包括利益 662 773

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 661 775

 非支配株主に係る四半期包括利益 0 △1
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2016年４月１日
至 2016年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

減価償却費 142百万円 126百万円
 

　
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2016年４月１日 至 2016年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2016年５月10日

取締役会
普通株式 1,010 18.0 2016年３月31日 2016年６月17日 利益剰余金

 

 
　
当第１四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年５月９日

取締役会
普通株式 1,122 20.0 2017年３月31日 2017年６月21日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2016年４月１日 至 2016年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

区分

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）建築事業 土木事業 不動産事業 合計

売上高       

外部顧客への売上高 10,201 19,913 503 30,618 － 30,618

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 10 10 △10 －

計 10,201 19,913 513 30,629 △10 30,618

セグメント利益 1,273 491 86 1,851 △437 1,414
 

(注)１．セグメント利益の調整額△437百万円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

区分

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）建築事業 土木事業 不動産事業 合計

売上高       

外部顧客への売上高 10,051 22,171 23 32,245 － 32,245

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 10 10 △10 －

計 10,051 22,171 33 32,255 △10 32,245

セグメント利益又は損失(△) 812 753 △61 1,505 △430 1,074
 

(注)１．セグメント利益の調整額△430百万円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2016年４月１日
至 2016年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 12円90銭 12円35銭

(算定上の基礎)   
親会社株主に帰属する

四半期純利益金額
（百万円） 723 691

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に

帰属する四半期純利益金額
（百万円） 723 691

普通株式の期中平均株式数 （千株） 56,116 56,022
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　2017年５月９日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当をおこなうことを決議いたしました。

（１）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・1,122百万円

（２）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・20円00銭

（３）支払請求の効力発生日および支払開始日・・・・2017年６月21日

（注）2017年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いをおこないました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
2017年８月８日

青木あすなろ建設株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   近藤   康仁    印
 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   桃原   一也    印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている青木あすなろ建

設株式会社の2017年４月１日から2018年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2017年４月１日から

2017年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2017年４月１日から2017年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、青木あすなろ建設株式会社及び連結子会社の2017年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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